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診療に係る項目 

12 新生児特定集中治療室（ＮＩＣＵ）実患者数  

 

○項目の解説 

新生児特定集中治療室（ＮＩＣＵ)とは、低体重児や早産児、先天性障害のある新生児を集中的に治療する病床です。   

新生児集中治療専門の医師と看護師が、２４時間体制で保育器の中の新生児を治療します。病院内外から重症の新生

児を受け入れ、集中的な治療を行う意味で、産科小児科領域の医療の「最後の砦」ともいわれ、ＮＩＣＵ実患者数は周産期

医療の質と総合力の高さを表現しているものといえます。 

○当院の実績 

 

 

○当院の自己点検評価 

平成２２年度の増床以来、ＮＩＣＵ入院患者数は増加傾向で推移していましたが、令和２年度から減少傾向にあります。

全国的な少子化に加え、コロナ禍で全国的にＮＩＣＵの入院時数が減少傾向にあり、当地区でも同様な結果になったと分

析しています。しかし、一方で１，５００ｇ未満児の入院数減少に比してＮＩＣＵ入院数の減少数が少ないことは、当院でしか

提供できない医療を必要とする先天異常児などの入院が増えていることが挙げられ、当院の役割はより増していると考えま

す。当院は、道北地区の早産児および外科的治療を必要とする新生児、体外循環などのより高度な医療が必要な児を

受け入れています。今後も本地区の新生児医療の最後の砦としての機能をしっかりと守り、体制を維持・発展させ地域周

産期医療に貢献するとともに、赤ちゃんとご家族が安心して子育てできる支援を継続していきます。 

○定義 

DPC データを元に算出した、医科診療報酬点数表における、「A３０２ 新生児特定集中治療室管理料」及び「A３０３－

２ 総合周産期特定集中治療室管理料－新生児集中治療室管理料」、「A303-2 新生児治療回復室入院医療管理料」

を算定する新生児特定集中治療室（ＮＩＣＵ)にて集中的に治療を行った実人数です。（延べ人数ではありません。） 

○算式 

実数 

 

 

 

120 

153 
177 170 

148 

191.6 193.7 199.5
182.1 183.9

0

50

100

150

200

250

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

当院 全国平均

（件） ↑高いほど良い 


